
 

×直射日光の下で洗車する

洗剤や水がすぐ乾いて「ムラ」や

「水ジミ（ウォータースポット）」の原因に

◎早朝や夕方、曇りの日がおすすめ

屋根のある場所や日陰があればベスト！

×ボディが乾いたまま拭く・擦る
ホコリや砂がついた状態でこすると「洗車キズ」がつきます

◎必ず水で流してからスポンジなどを使おう

×食器用洗剤や強い洗剤を使う

脱脂力が強すぎてワックスやコーティングが取れてしまう

◎中性のカーシャンプーを使おう

×1枚のタオルで全部拭く

ホイールを拭いたタオルでボディを拭くと、鉄粉などでキズがつく

◎部位ごとにタオルを分ける

× スポンジやクロスを洗わず使い回す

前回の汚れが残っていると、逆にキズをつける原因に

使用後は◎きれいに洗って保管する

× タイヤやホイールを最後に洗う

一番汚れている場所なので、最後にすると他の部分に汚れが飛ぶ

◎ホイール→ボディの順が基本！

× ガソリンスタンドの高圧洗車機ばかり使う（頻繁に）

最近はソフトなものも多いが、×ブラシの管理状況によってはキズの原因に

定期的に手洗いでしっかりケアすると◎

×エンジン停止直後

水分やカーシャンプーの蒸発が早くなり、シミやムラの原因になる

研修課 升田 康一

～お客様の大切な車をきれいに保つ～

🌟 ワンポイント豆知識
「コイン洗車場」など 乾燥機に

頼りすぎると水滴が残りがちに。

やっぱり最後は自分の手で

拭き上げるのが

キレイに仕上がるコツ！

※47号にも洗車特集あり

花粉＆黄砂に注意

生垣付近は注意が必要です

水なしの洗車シートの注意点！！

水洗いをしないで使用するとボディに細かい線傷

がついてしまします。水洗いをしたあとに使用する

のが鉄則です。

「普段の洗車にプラスして光沢・撥水を

もたせることができる簡易コーティング」という

観点でご使用をお願いします。

木の枝や葉っぱによる

傷がつくことが意外と多い!!

飛び石やいたずら、縁石や壁にぶつけた

洗車時など車に傷ができる原因は

様々ですがその中でも盲点となりやすい

ケースが木の枝や葉っぱとの接触です。


